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女性の登用を進め るため、 企業にお いて休

業制度や短時間就業、 残業縮減などの環境条

件を整備して いく必要がありますが、 その恩

恵を受けるのは何も女性だけではありません。

男性も、 子育て に参加した いと考えた り、

介護を行う必要が生じた場合、 休業制度など

が活用 でき ることは大きなメ リ ッ トとなりま

す。

ま た、 家族との か かわりや、 地域活動 ･ ボ

ラ ンティ ア等の時間が増える ことは、 豊かな

人生を送る上で極め て重要であるといえるの

ではないでし ょうか。

男女共同参画というと、 女性の地位向上など、 女性のための施策

を行 っていると大部分の方が思われていて、 男性にとっ ての意義や

メリ ッ トがまだまだ認識されていないともいわれています。

男女共同参画は、 女性のためだけに進められるものではないという

ことを理解することが大切です。

わた したちがめざす男女共同参画社会とは、

｢すべての人が尊重され、

多様な生き方を選択することが可能で、

家庭、 地域、 職場などにおいて個人の能力を

十分に発揮することができる社会｣ です。

なぜ

｢男子厨房に入るべから訴｣ とは、 もはや過去の言

葉ではないでしょうが。 以前は、 家庭での料理は女性

が作って、 男性が食べるという役割が当たり前のよう

に浸透していま した。 最近では料理の技術を身に付け

たり、 作る こ とを楽しみたいという男性が増えて きて

います。

あつきパートナーセンターでは、 男女が一緒になっ

て料理を楽しんでもらうための ｢夫婦でつくる料理教

室｣ や、 魚のさばき方と酒の肴の作り方を覚えてもら

うための ｢男の料理教室｣ を開催しま した。

二つの講座とも、 男性参加者のほとんどは料理をし

たことのない人ばかりで、 夫婦でつくる料理教室では

寿命が延び、 子どもも手を離れ、 夫婦だけ

で暮らす時間が長くなり ま した。 日ごろ から

パー トナ ーとのコミュニケーシ ョ ンをしっ か

りととる こ とは、 今ま で以上に重要なことで

す。 具体的に は、 家事への参加や共通の趣味

などを通じて お互いの交流を図る必要があり

ます。 特に男性は、 これまで ｢仕事人間｣ と

して家庭に十分関与して こなかったこと につ

いて、 自分は や む を得ないと考えて い ても、

それは独りよがり で、 必ずしもパー トナーの

理解を得られて いない場合があることを認識

すべきなのかもしれません。

パー トナーとのくつろぎのひとときにページをめくっ ていただければ幸いです。
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講師やパートナーからしっかり手ほどきを受けながら

料理に取り組み、 また、 男の料理教室では ｢これから

は男だって料理ぐらいできなければいけない。｣ ｢妻に

自分が作った料理を食べさせたい。｣ と話す人がいる -
方で、 ｢家では料理は絶対しない。｣ ｢女性と一緒に料理

する ことは恥穿かしい。 男だけだから参加した。｣ とい

う意見もありました。

これから ｢団塊の世代｣ といわれる方々が定年を迎

え、 男性が料理をする機会も増えるかも しれません。

人が生きていくため に は食べる こ と は不可欠です。 健

康的な食にこだわりながら、 パートナーと一緒になっ

て楽しめる料理を始めてみてはどうでしょうか?

｢あつぎパートナーセ ンター｣ は、 男性のグ

ループも御利用できます。

｢あつ ぎパートナーセ ンター｣ は、 男女の

あらゆる分野への参加を促進し、 男女共同

参画社会の実現を目標とした施設です。
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どう謳いて生護るか
~ 情報の正しい選び方
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平成18年2月2 5日(土)厚木市文化会館小ホールで、 講師にテ レビ等でおなじみの

辛坊治郎氏をお迎えして、 生涯学習プロジェクト ｢男女共同参画推進セミナー｣ を

開催しま した。

今回の講演会では、 自身がマスメディ アで活躍されている こ とから、 経験に基づ

く情報の選び方や、 判断の難しさ等、 今日私たちが抱えている事柄について分かり

やすく、 時折ユーモアも交えてお話されま した。

情報とは、 発信する ことよりも受け取る方が難しく、 受け取った情報が正しいか

否かは自分自信で判断しなければならない。 判断力が優れていれば正しい判断がで

きるかというとそうでもない。 人間は思い込みの激しいとこ ろがあり、 過去の情報

や、 知識で判断する場合がある。 そして、 間違った判断の結果は自分自身で責任を

取らなければならない。 また、 情報を発信する時は、 相手に分かる言葉を選んで伝

える ことが大切であり、 真剣に発している事柄が相手に伝わっているが見極める こ

とが必要となる ……など、 これまであま り真剣に考えてこなかった ｢情報を発信し、

受け取る。｣ という行為に対する認識を新たにする内容でした。

19 9 5年 1月 17日の阪神 ･ 淡路大震災のときの様子にもふれられ、 大震災のとき

に は情報を全く伝える ことができなくなる場合があるので、 流言飛語 (根拠の無い

デマ) に惑わされないことが大切です。 また、 極限の状況下ではその場のリーダー

の人柄で、 人は優しくなれる。 そして、 全ての人間関係は人と人との情報のやり取

りであり、 お互いが支えあって人と して生きていくことができる、 との内容には、

大変共感がもてました。

最後に、 情報の向こう側

にある こ とを一つ一つ精査

して、 正 しい判断をしてほ

しい ...と結んでいうっ しや
r

いました。
　

近年、 メディ アが発達し、

イ ンターネッ トや携帯電話
　 　 　 　　　　

なども著しく普及 し、 日々

溢れる ほどの情報が流され き
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ています。 ｢花は花にきく｣ の例えのごとく情報の原点を見極める ことが大切だとあ

らためて認識しま した。 また、 人は一人では人と して生きてはいけない、 お互いが

支えあうことが一番大切、 との言葉に人柄が伝わってきま した。

講師プロフ ィ ール

1956年4月 1 1日生まれ。 大阪府岸和田市出身

1980年、 早稲田大学法学部卒業

同年、 読売テレビ放送株式会社入社。 数々の報道 ･情報番組のリポーター、キャスターを歴任

2 000年、 報道局情報番組部長

2 00 1年から、 関西学院大学、 立命館大学、 早稲田大学などで非常勤講師として教壇に立つ。

2 004年、 芦屋大学客員教授就任

現在、 日本テレビ ｢ズームイン !S U P ER｣ でニユ - ス解説 ･ コラムなどを担当。

また、 日本テレビ全国ネッ ト ｢ウエークアップ !水うす｣ の司会をつとめる。

｢
あつぎパートナーセンター託児サービスのお知らせ 1
あつ著パー トナーセンターの貸館利用者を対象に、 託児サービスを行っ ています。

信調馬圏幅邇 1歳以上の未就学児 ※ 平成 18年4月からは 1歳以上小学校3年生以下

E証匿馨醸翼臆 月~ 金曜日 (ただし、 休日及び休館日を除く。)
鴎隅園魅臓鴎 午前8時4 5分から午後5時15分までの間で、 保護者が貸館を直接利用している時間

幅“理貼講謎慢鸚 18人

囲-塾曲彌囮 施設本予約後、 利用希望日の2週間前までに、 団体ごとに ｢託児サービス申込書 (兼)
決定通知書｣ を提出してください。 先着順で定員まで受け付けます。

※ ｢託児サービス申込書 (兼) 決定通知書｣ の提出が期限までにない場合は、 託児サービスの御利用はできません。

※ ｢託児サービス申込書 (兼) 決定通知書｣ 提出後、 利用者に変更がある場合は、 必誹男女共同参画課まで御連絡
ください。 連絡がない場合には、 託児サービスをお断りする場合があります。

詳細については、 あつきパートナーセンター (咎0 4 6 . 2 2 5 . 2 5 0 0 )まで

御連絡ください。

講師プロフ ィ ール


